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認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置

●
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
て
困
っ
て

い
る
け
ど
、
本
人
が
病
院
に
も
介
護

施
設
に
も
行
き
た
が
ら
な
い
…
。

　
医
療
・
介
護
の
専
門
職
が
家
族
の

相
談
な
ど
に
よ
り
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
人
や
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を

訪
問
し
、
必
要
な
医
療
や
介
護
の
導

入
・
調
整
や
、
家
族
支
援
な
ど
の
初

期
の
支
援
を
包
括
的
・
集
中
的
に
行

う
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

田
村
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

中
核
機
関
を
設
置

●
認
知
症
で
判
断
能
力
が
低
下
し
た

と
き
に
、
財
産
管
理
や
契
約
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
？

　
認
知
症
の
た
め
、
自
分
で
金
銭
管

理
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契
約

な
ど
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は

自
分
の
代
わ
り
に
後
見
人
を
た
て

て
、
財
産
管
理
や
契
約
行
為
な
ど
を

行
っ
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　
市
で
は
成
年
後
見
制
度
利
用
の
相

談
や
、
申
し
立
て
の
支
援
を
す
る
た

め
に
、
昨
年
度
か
ら
中
核
機
関
を
設

置
し
ま
し
た
。
な
お
、
成
年
後
見
制

度
は
認
知
症
の
高
齢
者
だ
け
で
は
な

く
、
障
害
が
あ
る
方
な
ど
も
含
め
て
、

す
べ
て
の
年
齢
の
方
が
利
用
で
き
る

制
度
で
す
。

●
中
核
機
関
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
の
？

　
成
年
後
見
制
度
が
必
要
な
人
を
支

援
す
る
た
め
の
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
核
と
な
る
機
関
で
す
。

【
中
核
機
関
の
役
割
】

（
１
）
広
報
機
能
：
地
域
住
民
や
施

設
従
事
者
に
研
修
会
を
行
い
成
年
後

見
制
度
を
周
知
し
ま
す
。

（
２
）
相
談
機
能
：
相
談
が
あ
っ
た

場
合
は
、
本
人
を
支
援
す
る
チ
ー
ム

を
形
成
し
、
支
援
内
容
な
ど
の
検
討

を
し
ま
す
。

（
３
）
制
度
利
用
促
進
機
能
：
適
切

な
候
補
者
な
ど
の
検
討
や
、
申
し
立

て
に
あ
た
っ
て
の
準
備
・
役
割
分
担

等
の
検
討
、
市
長
申
立
の
必
要
性
の

判
断
、
家
庭
裁
判
所
と
の
連
絡
調
整

な
ど
を
行
い
ま
す
。

（
４
）
後
見
人
支
援
機
能
：
後
見
人

選
任
後
は
、
本
人
を
後
見
人
と
と
も

に
支
え
る
チ
ー
ム
の
編
成
を
支
援
し

ま
す
。

田
村
市
高
齢
者
お
か
え
り
支
援
事
業

　
認
知
症
の
方
は
自
分
が
ど
こ
に
い

る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
自

宅
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
も
し
見
か
け
た
ら
、

何
気
な
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
見
守
り
も
あ
れ
ば
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

知症はさまざまな原因で脳の細胞が死んでしまったり、働きが悪くなるため
に起こる脳の病気による症状で、だれにでも発症する可能性があります。
認知症になると物忘れがひどくなったり、できていたことができなくなり今

までのような生活が送れなくなることもあります。認知症になっても安心して暮らして
いけるように、田村市で行っている支援の取り組みをご紹介します。

認

オレンジ（認知症）カフェに遊びに来ませんか？
名称 開催日時 会場 参加費 問い合わせ先

は～とカフェ
毎月第 3日曜日
午後 1時 30分
～ 3時 30分

JA福島さくら
は～とらいふ船引

200円
（お茶代）

JA福島さくら
は～とらいふ船引
(73-8580

ふれあいカフェ
“ひまわり”

毎月第 1火曜日
午後 1時 30分
～ 3時 30分

おおごえ
ふるさと館

100円
（お茶代）

田村市地域包括支援
センター
(68-3737

オレンジカフェは、お子さま
からご高齢の方までどなたで
も気軽に参加でき、認知症の
方やご家族の悩みを共有し合
える交流の場です。現在は市
内 2カ所で開催しています。

●
認
知
症
の
方
が
徘
徊
し
て
迷
子
に

な
っ
た
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
認
知
症
の
高
齢
者
の
方
が
徘
徊
し

て
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
に
、
関

係
機
関
が
連
携
し
て
捜
索
を
行
い
、

高
齢
者
の
早
期
発
見
と
安
全
を
図
る

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

（
１
）
登
録
制

　
ポ
イ
ン
ト
は
徘
徊
リ
ス
ク
の
高
い

方
の
情
報
を
事
前
に
登
録
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
行
方
不
明
に
な
っ
た

と
き
、
捜
索
す
る
た
め
に
登
録
し
た

情
報
（
氏
名
、
生
年
月
日
、
写
真
、

特
徴
な
ど
）
を
活
用
し
ま
す
。
登
録

情
報
は
市
役
所
と
田
村
警
察
署
で
管

理
し
ま
す
。 

登
録
の
申
請
は
ご
家
族

が
行
い
、
市
役
所
、
各
行
政
局
、
田

村
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
ま
す
。

（
２
）
申
請
後
の
支
援

　
家
族
が
登
録
申
請
を
し
た
ら
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
本
人

宅
訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
と
本
人

の
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
「
見
守
り
グ
ッ
ズ
」
を
配
布
し
、

常
日
頃
の
見
守
り
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
。

（
３
）
見
守
り
グ
ッ
ズ

　
・
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
※
写
真
①
②

　
・
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
※
写
真
③
④

　
・
靴
用
ネ
ー
ム
シ
ー
ル
＆
反
射

　
　
シ
ー
ル
※
写
真
⑤

　
・
名
刺
※
写
真
⑥

（
４
）
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た

と
き
は
家
族
が
、
田
村
警
察
署
、
各

地
域
の
交
番
に
行
方
不
明
者
の
届
け

出
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　

▲

①
田
村
警
察
署
か
ら
田
村
市
へ
、
行

方
不
明
高
齢
者
の
メ
ー
ル
配
信
と
防

災
無
線
に
よ
る
広
報
の
依
頼
。

　
　
　
　
　
　

▲

②
田
村
市
か
ら
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
で
行
方
不
明
者
の
登
録
情
報
を
協

力
機
関
に
一
斉
送
信
。
防
災
行
政
無

線
で
も
捜
索
協
力
の
呼
び
か
け
。

　
　
　
　
　
　

▲

③
市
民
と
各
機
関
が
情
報
を
も
と
に

捜
索
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　

▲

④
高
齢
者
が
自
力
で
帰
宅
ま
た
は
家

族
や
関
係
者
が
発
見
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
田
村
警
察
署
に
連
絡
す

る
。

　
　
　
　
　
　

▲

⑤
田
村
警
察
署
か
ら
田
村
市
に
報

告
。
田
村
市
か
ら
メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
、
防
災
行
政
無
線
で
協
力
機
関

へ
発
見
の
報
告
を
す
る
。

田
村
市
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償

責
任

　
田
村
市
高
齢
者
お
か
え
り
支
援
事

業
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
、
日
常

生
活
で
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
っ
た
場
合
や
、
交
通
事
故
な
ど
に

よ
る
死
亡
や
後
遺
障
害
等
に
対
し
て

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
も
の

1 2 3

4 5 6

で
す
。
田
村
市
が
保
険
契
約
を
す
る

の
で
、
保
険
料
の
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
対
応
に

つ
い
て
、
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
出
前
講
座
で
す
。
１

人
で
も
多
く
の
方
が
応
援
者
と
な

り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
各
事
業
の
詳
し
い
内
容
は
、
田
村

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
田
村
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
(
68-

３
７
３
７

認知症とともに
このまちでずっと、
笑顔で生きるためーー


